
今
、な
ぜ「
基
本
・
確
認
行
為
の 

徹
底
」が
大
切
な
の
か

●
業
種・職
種
に
か
か
わ
ら
ず
、事
故
、

イ
ン
シ
デ
ン
ト
、ト
ラ
ブ
ル
の
要
因

の
80
％
以
上
に
人
的
要
因
が
関
与
し

て
い
ま
す
。

●
人
的
要
因
の
80
％
前
後
が
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
で
す
。

●
そ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
80
％
以

上
は
誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
基
本・

確
認
行
為
か
ら
の
逸
脱
や
抜
け
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
は
、

ま
ず「
基
本・確
認
行
為
の
徹
底
」か
ら
だ
と

言
え
ま
す
。

　
「
基
本・確
認
行
為
を
徹
底
」す
る
一
般
的

な
習
慣
づ
く
り
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

❶
基
本・確
認
行
為
が
抜
け
た
場
合
の
コ
ワ

サ
、重
大
さ
を
知
る
、教
え
る
、気
付
か
せ

る
。

❷
基
本（
規
定
類・手
順
書
等
）は「
な
ぜ
？
」

「
何
の
目
的
で
？
」を
考
え
、気
付
く
、納

得
す
る
、気
付
か
せ
る
、納
得
さ
せ
る
。

❸
上
司
や
先
輩
自
身
こ
そ
が
基
本・確
認
行

為
を
徹
底
す
る
。

❹
当
た
り
前
の
こ
と
、基
本･
確
認
行
為
を

徹
底
し
て
い
る
部
下
や
後
輩
を
褒
め
て
、

評
価
す
る
。

❺
何
か
指
示
を
す
る
際
に
は「
～
を
早
く
や

り
な
さ
い
」で
は
な
く「
～
を
確
実
に
や

り
な
さ
い
」と
指
示
す
る
。

地
方
公
務
員
が「
基
本
・
確
認 

行
為
を
徹
底
」す
る
目
的

　
法
に
基
づ
い
た
執
行
を
行
う
地
方
公
務
員

の
各
現
場
に
お
け
る「
基
本・確
認
行
為
」は
、

単
な
る
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。住
民
の
権
利
、財
産
、命
を
守
る
た
め
だ

け
で
な
く
、職
員
自
身
と
組
織
を
守
る
た
め

の「
安
全
装
置
」で
も
あ
り
ま
す
。そ
の
主
な

目
的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

❶
住
民
の
権
利
と
利
益
、及
び
安
全
を
守
る

た
め

❷
行
政
へ
の「
信
頼
」を
維
持
す
る
た
め

❸
事
故・ト
ラ
ブ
ル
等
税
に
よ
る
税
金
の
損

失（
追
加
コ
ス
ト
）を
防
ぐ
た
め

❹
職
員
自
身
と
組
織
を
守
る
た
め

❺
業
務
の
複
雑
化
と
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
対
応

地
方
公
務
員
に
と
っ
て
の 

「
基
本
・
確
認
行
為
の
徹
底
」

（
１
）全
職
種
共
通
の
主
な
項
目

❶「
指
差
し
呼
称
」の
確
実
な
実
施

　

対
象
を
指
で
差
し
、「
〇
〇
、ヨ
シ
！
」

と
声
に
出
す
こ
と
で
、意
識
を
対
象
に
集

中
さ
せ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、「
確
認
し
た

つ
も
り
」を
排
除
し
、エ
ラ
ー
率
を
劇
的

航空会社で機長として乗務しながら
飛行技術室長、運航安全推進部部
長、運航本部副本部長等の組織運営
を担当。特別任務として首相特別便
機長、湾岸危機時のイラクからの邦
人救出機機長を務める。社外歴とし
てJAXA（宇宙航空研究開発機構）日
本人宇宙飛行士安全検討チームの
一員として参加。退職後は国土交通
省の交通政策審議会委員及び国土
交通省航空局の各委員会の委員、原
子力安全推進協会原子力発電所運
転責任者講師、慶応義塾大学大学院
非常勤講師、広島大学招聘教授を歴
任。リスクマネジメント・危機管理講
師、航空評論家としてテレビ等のメ
ディアで活動中。

に
下
げ
ま
す
。

❷
復
唱
に
よ
る「
相
互
確
認・認
識
」の
一
致

　
指
示
を
受
け
た
際
や
重
要
な
情
報
を
伝

え
る
際
、「
～
で
す
ね
」と
必
ず
復
唱
し
ま

す
。言
葉
の
受
け
取
り
方
の
齟
齬（
そ
ご
）

を
そ
の
場
で
解
消
し
、認
識
の
相
違
、思

い
込
み
に
よ
る
ミ
ス
を
根
絶
し
ま
す
。

❸
３
秒
の「
間
」を
と
る
こ
と
に
よ
る

　

冷
静
な
判
断

　
次
の
動
作
に
移
る
前
に
、あ
え
て
３
秒

間
手
を
止
め
ま
す
。こ
の「
間
」が
、焦
り

や
パ
ニ
ッ
ク
を
鎮
め
、「
本
当
に
こ
れ
で

正
し
い
か
？
」と
い
う
客
観
的
な
視
点
を

取
り
戻
さ
せ
ま
す
。

❹
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
形
骸
化
防
止

　
単
に
リ
ス
ト
を
埋
め
る
こ
と
を
目
的
に

せ
ず
、一
項
目
ず
つ
現
物
や
事
実
を
確
認

し
て
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
ま
す
。慣
れ

た
作
業
ほ
ど
、リ
ス
ト
を「
初
め
て
見
る
」

気
持
ち
で
運
用
し
ま
す
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
は

「
基
本
・
確
認
行
為
の
徹
底
」か
ら

職
場
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策 

─
❷

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
危
機
管
理
講
師
・

航
空
評
論
家

小
林 

宏
之
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❺
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有

　
「
ミ
ス
し
そ
う
に
な
っ
た
」「
危
な
い
と

思
っ
た
」経
験
を
隠
さ
ず
、す
ぐ
に
組
織

で
共
有
し
ま
す
。個
人
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

は
組
織
の
財
産
で
あ
り
、共
有
す
る
こ
と

が
大
き
な
事
故
を
防
ぐ
最
大
の「
確
認
行

為
」と
な
り
ま
す
。

（
２
）事
務
系
公
務
員
の
主
な
項
目

❶「
原
本
と
入
力
値
」の
照
合
の
徹
底

　
　
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
後
、画
面
上
の
デ
ー

タ
と
申
請
書
の
原
本
を
突
き
合
わ
せ
ま
す
。

特
に
金
額
、住
所
、氏
名
の
外
字
な
ど
の

重
要
項
目
は
、隣
の
席
の
職
員
と
交
互
に

読
み
上
げ
る「
読
み
合
わ
せ
」が
最
も
有

効
で
す
。

❷
公
的
書
類
に
よ
る
本
人・代
理
権
確
認

　
　

窓
口
で
は
、相
手
が
誰
で
あ
っ
て
も
、

必
ず
運
転
免
許
証
な
ど
の
有
効
な
身
分
証

明
書
の
提
示
を
求
め
ま
す
。代
理
人
の
場

合
は
、委
任
状
の
押
印
や
記
載
事
項
に
不

備
が
な
い
か
、チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
沿
っ

て
一
点
ず
つ
確
認
し
ま
す
。

❸
行
政
手
続
法・条
例
の
根
拠
の
確
認

　
　
「
前
例
が
こ
う
だ
か
ら
」で
は
な
く
、常

に
最
新
の
法
令
や
規
定
類
を
デ
ス
ク
に
備

え
、判
断
の
根
拠
を
そ
の
都
度
確
認
す
る

こ
と
が
、公
正
な
行
政
の
基
本
で
す
。

❹
メ
ー
ル・発
送
物
の
宛
先
の
二
重
チ
ェ
ッ

ク
　
　
個
人
情
報
を
含
む
書
類
を
送
付
す
る
際

は
、封
を
す
る
前
に
中
身
と
宛
名
が
一
致

し
て
い
る
か
を
別
の
職
員
と
二
重
で
確
認

し
ま
す
。

❺
時
系
列
記
録
の
保
存
と
共
有

　
　
ト
ラ
ブ
ル
事
案
や
ク
レ
ー
ム
対
応
で
は
、

日
時
、相
手
の
発
言
、自
分
の
回
答
を
逐

一
記
録
し
ま
す
。こ
の
記
録
を
上
司
と
共

有
し
、組
織
と
し
て
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と

で
、担
当
者
一
人
に
責
任
を
負
わ
せ
な
い

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

（
３
）屋
外
で
の
勤
務・作
業
に
携
わ
る

　

   

公
務
員
の
主
な
項
目

　
こ
こ
で
は
、屋
外
業
務
と
し
て
代
表
的
な

消
防
署
員
、水
道
局（
部
）員
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。消
防
署
員
と
水
道
局
員
で
は
業

務
の
性
質
が
異
な
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
に
即
し
た「
基
本・確
認
行
為
を
徹
底
」す

る
具
体
例
を
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

[

消
防
署
員
の
主
な
項
目]

❶
ペ
ア
に
よ
る
相
互
着
装
点
検

　
　
出
動
前
に
は
、必
ず
ペ
ア
で
相
手
の
装

備
を
指
差
し
確
認
し
、互
い
の
命
を
預
け

合
い
ま
す
。

❷
車
両・資
機
材
の
ル
ー
チ
ン
点
検

　
　

毎
朝
の
点
検
で
は
、エ
ン
ジ
ン
始
動
、

サ
イ
レ
ン
、積
載
器
具
の
作
動
を
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
基
づ
き
、行
い
ま
す
。
異
常

を
感
じ
た
ら
即
座
に
報
告・整
備
を
徹
底

し
ま
す
。

❸
現
場
到
着
時
の
３
６
０
度
確
認

　
火
災
現
場
到
着
後
、直
ち
に
進
入
せ
ず
、

周
囲
の
構
造
、煙
の
色・勢
い
、倒
壊
リ
ス

ク
を
全
方
位
か
ら
目
視
確
認
し
ま
す
。こ

の
一
瞬
の「
現
場
状
況
確
認
」が
、二
次
災

害
か
ら
隊
員
を
守
り
ま
す
。

❹
指
示
復
唱
に
よ
る
確
認

　
喧
騒
の
現
場
で
は
、命
令
を「
了
解
」で

終
わ
ら
せ
ず
、具
体
的
な
指
示
内
容
を
繰

り
返
し
て
復
唱
し
確
認
す
る
こ
と
で
、連

携
ミ
ス
に
よ
る
孤
立
や
事
故
を
防
ぎ
ま
す
。

❺
活
動
後
の
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

　
（
振
り
返
り
）

　
署
に
帰
還
後
、活
動
中
の
危
な
か
っ
た

場
面
や
判
断
に
迷
っ
た
点
を
全
員
で
話
し

合
い
ま
す
。現
場
で
起
き
た
小
さ
な
違
和

感
を
確
認
し
合
う
こ
と
が
、次
回
の
活
動

の
安
全
性
を
高
め
ま
す
。

[

水
道
局（
部
）員
の
主
な
項
目]

❶
バ
ル
ブ
操
作
前
の
系
統
図・現
物
照
合

　
思
い
込
み
の
操
作
で
広
範
囲
の
断
水
や

濁
水
を
防
ぐ
た
め
に
、操
作
直
前
の
現
物

確
認
を
図
面
上
の
バ
ル
ブ
番
号
と
、現
場

の
銘
板（
ま
た
は
埋
設
位
置
）等
を
必
ず
指

差
し
で
突
き
合
わ
せ
ま
す
。

❷
回
転
方
向
と
開
閉
状
態
の
声
出
し
確
認

　
バ
ル
ブ
を
回
す
際
、「
右
回
し
、閉
、ヨ

シ
！
」な
ど
操
作
方
向
を
声
に
出
し
ま
す
。

長
年
の
勘
に
頼
ら
ず
、全
閉
・
全
開
時
の

手
応
え
を
確
認
し
、不
完
全
な
操
作
に
よ

る
漏
水
を
防
ぎ
ま
す
。

❸
作
業
現
場
の
Ｋ
Ｙ（
危
険
予
知
）活
動

　
掘
削
作
業
や
管
路
点
検
の
前
に
、酸
欠
、

感
電
、交
通
事
故
、埋
設
他
物（
ガ
ス
管
等
）

の
損
傷
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し
、対
策
を
全

員
で
唱
和
し
、現
場
の
警
戒
心
を
維
持
し

ま
す
。

❹
水
質・水
圧
デ
ー
タ
の
ト
レ
ン
ド
確
認

　
計
器
の
数
値
を
単
に
記
録
す
る
だ
け
で

な
く
、前
日
や
同
時
刻
の
デ
ー
タ
と
比
較

し
ま
す
。数
値
が
い
つ
も
と
違
う
と
い
う

違
和
感（
確
認
）が
、漏
水
や
施
設
故
障
の

早
期
発
見
、水
質
事
故
の
未
然
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

❺「
広
報・連
絡
体
制
」の
最
終
確
認

　
断
水
作
業
や
工
事
を
始
め
る
前
に
、関

係
部
署
へ
の
連
絡
と
住
民
へ
の
周
知
が
完

了
し
て
い
る
か
、再
度
確
認
し
ま
す
。
技

術
的
な
準
備
が
完
璧
で
も
、こ
の「
社
会

的
確
認
」を
怠
れ
ば
、大
き
な
苦
情
や
行

政
不
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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